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失敗事例のタイトル  
計測機器での Ta部材の孔食 

一次原因（材料要素）  
局部腐食	
 孔食 

機種  
圧力計 

部品  
弁膜 

材料  
Ta	
 タンタル 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
  60℃, SO3－NO3 のガス系で使用の圧力計に付属する 0.08 mm 厚さのTa弁膜が、３箇月で孔食を生じた(付
図)。 

調査内容とその結果  
	
 系内の SO3 による腐食である。 

損傷発生のシナリオ  
	
 Ta にとって SO3 は軽度の腐食性であるが、肉厚が極めて薄いことから３箇月で貫孔するに至った。 
 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 Pt などの貴金属片を接触させることにより、電気化学的に水素脆化を防止する。 

教訓  
	
 腐食性が弱くても、肉厚が極めて薄ければ容易に貫孔に至る。このような場合には、完全耐食性が要求され

る 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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